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C.発声時の喉頭錐については,今回の親祭では発声

の系統だった瀧定をおこなわなかったので詳細な結論は

次の機会にゆするとしても,吸気発声のときに喉頭掛 ま

ふくらみ,とくに強い吸先発声のときには大きくふくら

むことがわかった｡また,強い吸先発声はかりでなく,

長い持続性の吸先発何においても比較的大きくふくらむ

ようである｡

d.今同の触媒結果から,安静呼吸の吸先時,呼先時

においては,呼気時に喉鱗班がふくらむ幌向があるのに

反して,発声をともなう呼吸運動小は吸先陣にふくらむ

傾向があるようである｡すなわち,喉頭珠は殆声をとも

なわない努力呼吸の場合と発声をともな)呼吸遊動のと

きとでは,喉頭曲の機能が逆に働く憐向が観炎された｡

4)今 後 の 開 局

今同の槻掛 t,Ⅹ級繊彫方弘による勧襟を巾心におこ

な19たが,呼吸迎PVF晩 発榊 番の喉頭銀の変化の帆向を

とらえるという目的に関しては,ほぼその目的を適 した

が,はじめにも述べたとおり木研究の大きな目的の駅洞

の推断であって,今後に数多くの離題を城している.そ

のi-:なものをあげると,a.ニホンザルの喉頭鏡の大き

さもさることながら,その関目塾は,⑦MSA整い前上

正■い収gri灘 (SaccuS laryngismedianussuperior

anterior)であるが,㊥MIA型 :前下正 中喉頭錘

(Saccuslaryngismedianusinferioranterior)

◎M工P塾 :後下正中喉頭炎 (Saccuslaryngismed-

ianusinferiorposterior),㊤LS型 :上外側喉頭醸

(Saccuslaryngislateralissuperior)あるいは,

㊥VL迎 :喉gi盤外州喉頭碑 (Saccus ventriculi

laryngislatcralis)など他の閑n狸の典なる&'長類に

おいての呼吸迎勅時,発/日時の状態ははたしてMSA型

とどのような側係にあるか｡b.今r印よ材料の榊係であ

つかえなかったが,ニホンリ●/レのメスの収税鰍 よ,*ス

に比べてはるかに′トさい喉戚灘であり,Pi･L粥屯,耽溺小

雄にははっきりした性題があるが,同じような遊動をお

こなうだろうか｡C.安/J9呼吸ではほとんど喉輔掛 土呼

吸運動に関与していないようであるが,努JJ呼吸ではあ

さらかな関与がみとめられたが,その努力呼吸時の喉頭

班の朗与の意表づけには,今後いくつかの生理契験によ

る問題解決が必要である｡d.さきの呼吸遊動とは逆に

発声時には吸気で喉頑雌が此lj-しているのではないかと

判断されるが,この間題は鮎は湖の5塾の喉頭猿の開口

型の呼吸,発声への参hlの帆雌と考え合わせ,今後の大

きな取越のひとつとして刈る｡この間笛は,声帯ヒ〆の空

気調節,あるいはいわゆる喉硯′)､醸 (Saccuslaryngis)

との関連のうえでの形態比較および機能爽鹸比較で今後

明らかになるであろう｡

1)韮艮勅の喉頭先郊 解剖'7:雑誌,45(1),38(1970)
2)庄屋類の喉孤脚 こついて 人紛t/Y:雑誌,78(1),274

(1971)

霊長類のロコモーションの研究

石 田 英 突 (立 位 研+)

伊 沢 放 生 (∫. M. C.)

詔蹟類のロコモ-ジョンには,さまざまの/<グ-ンが

存在する｡おのおのの柾の生活様式と形態は,密接な関

迎を布するが,樹を雌介として三次元的な行動空間を利

用する詔艮掛においては,とくにロコモ-ジョン様式と

形態の鵬迎性がEZ安な問題となるOこれに対する追究の

+1971irJIノ1上り.流人 ･理 ･自然人が
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一段階として,各種正長邦のロコモーS/Brン/tクーンの
同定と比較が考えられる｡この楓氏から,ナン′tンSl-

.オフンクーPy･テナガザル･7y〆-ル･=ホンザ

JL,のロコ4-シコンを16mmカメクで粒彫し,またニホ

ンザルについては,意訳市原地獄谷野生群の統群もあわ

也,分析をおこなった｡

サルの四足負荷歩行における四肢運動パ

タンについて

富 田 守 (東大 ･理 ･人類)

歩行から走に至る各種速度の移動運動において全部で

6血りの四肢遊動順序バクyが存在し,動物はその移動

運動においてそのうちの一つの/tクンをとったり,他の

バクンに変化させたりする｡本研究はロコモーショyに

おける四肢遊動の/(タン変化に関する研究の一部とし

て,とくにサルの四足歩行における四肢運動′くタンに対

する負荷の効果の有無を検査するためにおこなわれたも

のである｡

(1)歩行戟寅用特殊ケ-ジの作成 :ケ-ジのサイズは40

cmx70cmx5mで,この細長いケージ内をサルが歩行

出来るようになっているOケ-ジの前面,床面,天井は

すべて透明な7'ク1)ル樹脂板で択りめぐらされ,さらに

床下の部分には銃を450の角度に,ケージ全長にわたっ

てとりつけた｡ケージの骨組みはアングルにより作られ

た｡
(2)祝祭 :16ミリカメヲを串の上にとりつけ,ケージの

前面からケ～S7内を歩行するサJI,を投影した｡カメヲは

サルの移動とともに移動させ,たえずサルが画面中央に

うつるようにした｡フイルム速度は毎秒31コマ程度であ

る｡このフイルムの各1コマにはサルの横面観と,鏡に

映った下からの姿がおさめられている｡照明はカメラを

とりつけた車に装潜した写真損彫用ヲイト500W2個に

よった｡

調べたサルはニホンザル,タイワンザル各1頭ずつで

あり,まずコソTロー71,として,ケ-57内を自由に歩行

する梯子を投影し,そのあと,前肢の支持力を増す目的

で肩部に負荷として1kgまたは2kgのスチールベ71)y

ク■袋をとりつけた際の歩行を投影した.投彫したフイル

ムは全部で約1000フィーT.であるO

(3)結果 :ニホンザル,ダイワyザ/レの四足歩行時の四

肢迅動/tクyは前方交叉塾Forwardcrosstypeであ

るが,前部への負荷により,歩行/tタンに変化はみられ

なか.,た｡しかし撫負荷時にくらべて走の′tタンをとる

ことが多くなった｡

串島ワカオスの位置テレメトリーによる

行動追跡

久 保 治 洋 (仕訳大 ･徴発･生物)

土 肥 昭 夫 (九 大 ･現 ･生 物)

この報告は,串血に生息しているニホンザルの群れに

ついて,1969年8月から9月にかけて30日間にわたって

行なわれた調査総見の一部である｡調査は久保浩洋 (佐

賀大 ･教杏 ･生物)土肥昭夫 (九大 ･理 ･生物)文滋

(京大 ･霊長研 ･社会)足沢貞成 (大阪市大 ･理 ･生

物)林勝治 (∫.M.C.)の5名の共同により行なった｡

調査日的 :テレメトl)-による野生ニホンザルの生限

研究は,1967年串良郡,1968年大平山郡で行なわれた

那,いずれも1個体だけの追跡であった｡ この調査で

紘,同時に複数の個体の行動を位田デL,メト1)-により

て追跡し,群れの中での若年のオスの空間的位既と彼等

相互の関係にアプローチすることを訳みた.それととも

にデVメTlI)-を野生の動物に使用したときの現時点で

の開国点を明確にすることをも意図した｡

調査方法 ;調査地域は,串良の群れが行動する全地域

とした｡調査個体は6才のオス1頭 (個体名サケ)7才

のオス2頭 (個体名ボク,マス)9才のオス1訊 く個体

名ノポリ)の合計4頭であった｡それぞれの個体に周波

数の異なったT.ヲyスミックーを洪7TYL,交信周波数の

通いで,個体のm別を行なった｡トワ ンスミックーはA

M168.25MHZ～169.05MHZ(愛知県立大 ･安藤滋氏劉

作),受信はMM-1塾 (明晶花究KK) 3台, アンテ

ナは≡素子八木Ty･7ナを使用した｡なお,浦野,11ヲ

ンスミック-の装772によゥて,サルに粒々の影響がある

と考えられるので.トヲンスミックーを装潜し,放飼し

てのち,3日日から調査を開始した｡

調査した群れは1952年から餌付けが行なわれている｡

現在では,日中のほとんどの時間を餌場である大泊の砂

浜とその周辺で過ごす｡夕方になると,大泊を離れて泊

り場へ移動していく｡調査期間中泊り場は一定していな

かっナニo

串良には,この群れ一群だけが生息し,群れの頭数は

76頭であった.オスは32頭で,そのうち4才以上のオス

は16頭であった｡追跡した個体は,群れに属していた6

才から9才までのオス6頭のうちの4頭である.なお,

8才,10才,11才のオスは全てソ1)クt)-として群れを

放れ,この年令屑を欠いていた.

連続追跡のできた期間は,サケは8月11日10時30分-

8月15日14時45分 (班,1,511分),マスは8月11日11時

lo於-8月13日16時20分 (班,895分),ポヲは8月15日
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